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(57)【要約】
【課題】指針式圧力計及びそれにより組成された充気測
定器の提供。
【解決手段】圧力計本体と、指針部材と、圧力調整部材
とを含む指針式圧力計において、前記圧力計本体は、貫
通道を備えており、前記指針部材は、前記圧力計本体に
組み合わせ、それに前記貫通道と相通しており、前記圧
力調整部材は、前記貫通道に設置されて、しかも、調節
チューブと、弾性部品と、調節操作部材を含む。標準圧
力値の気体が前記貫通道に注がれる時、前記気体は、前
記調節チューブを駆動してそれに前記弾性部品を圧縮し
て、前記調節チューブが前記指針部材を駆動させて、測
定圧力値を表示しており、前記測定圧力値が、当該の標
準気圧値と一致しない時に、前記調節操作部材が、前記
弾性部品の伸縮を調整することに使われて、それによっ
て、当該測定圧力値を校正する。前記指針式圧力計は、
充気部材と結合する時、充気測定器を組合せて、それに
よって、充気気体の充気圧力値を表示する。
【選択図】図１



(2) JP 3147736 U 2009.1.15

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　圧力計本体と、指針部材と、圧力調整部材と、を含む指針式圧力計において、
　前記圧力計本体は、入気口、周面と当該周面を貫通して当該入気口と連通している貫通
道を備えて、
　前記指針部材は、前記圧力計本体に組み合わせ、前記貫通道と相通しており、
　前記圧力調整部材は、前記貫通道の一端に設置されて、しかも、前記貫通道内に嵌め込
まれて前記指針部材とお互いに対応する調節チューブと、前記調節チューブとお互いに連
結する弾性部品と、前記弾性部品を連結する調節操作部材と、を含み、
　標準圧力値を有する気体が前記貫通道に入り込む時、前記気体は、前記調節チューブを
駆動して前記弾性部品を圧縮して、前記調節チューブが前記指針部材を駆動させて、測定
した圧力値を表示しており、前記測定した圧力値が、当該標準の気圧値と一致しない時に
、前記調節操作部材が、前記弾性部品を伸縮することで前記調節チューブを駆動すること
に用いられて、前記調節チューブが前記指針部材を駆動させて、これによって、動態的に
前記測定した圧力値を修正できるようになることを特徴とする指針式圧力計。
【請求項２】
　前記指針部材は、前記調節チューブと相互に対応することで前記調節チューブを駆動す
るのに用いられる指針駆動部品と、前記指針部材と結合することで前記測定した圧力値を
表示するのに用いられる指針を含むことを特徴とする、請求項１に記載の指針式圧力計。
【請求項３】
　更に、前記圧力計本体と結合する圧力目盛板を含み、前記圧力目盛板は、複数の圧力目
盛を付けて、前記指針が、前記圧力目盛板に置かれて、それに測定圧力値を表示すること
を特徴とする、請求項２に記載の指針式圧力計。
【請求項４】
　前記調整チューブに複数の凸環が突き出されて、前記指針駆動部品は、複数の伝動歯を
備えって、しかも少なくとも前記複数の伝動歯中の一つは、少なくとも前記複数の凸環中
の一つと係止することを特徴とする、請求項２に記載の指針式圧力計。
【請求項５】
　定位部材と、限位部品を含み、
　前記定位部材は、圧力計本体に固定されて、それに複数な定位歯を有して、少なくとも
一つの前記複数の定位歯は、少なくとも一つの前記伝動歯と相互に係止して、それによっ
て、指針駆動部品が駆動された時、同期に予定な位置に駆動されてあって、
　前記限位部品は、定位部材と相互に結合しており、前述の所定位置と前記指針駆動部品
による有効な作用範囲に対して制限する、
　ことを特徴とする、請求項４に記載の指針式圧力計。
【請求項６】
　その中、前記弾性部品は、調整チューブに設置されて、それによって前記調整チューブ
と連結することを特徴とする、請求項１に記載の指針式圧力計。
【請求項７】
　前記圧力調整部材は、更にゼロ点調整部材を含み、前記ゼロ点調整部材は、前記貫通道
の一端に設置されて、しかも気体が前記貫通道に入れる前に調整チューブと連動しており
、それによって、前記気体が前記貫通道に流れる前に、前記指針部材が表示した測定圧力
値をゼロ点にさせることを特徴とする、請求項１に記載の指針式圧力計。
【請求項８】
　更に、受圧部材を含み、前記受圧部材は、前記貫通道に設置されて、それに前記調節チ
ューブと前記ゼロ点調整部材の間に位置して、それによって、前記気体が前記貫通道に入
れた後、前記受圧部材で前記調節チューブを駆動させて、前記調節チューブが前記指針部
材を駆動させて当該測定圧力値を表示することを特徴とする、請求項７に記載の指針式圧
力計。
【請求項９】
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　受圧部材は、更に、潤滑油を貯蔵するための油タンクを開設することを特徴とする、請
求項８に記載の指針式圧力計。
【請求項１０】
　前記弾性部品は、螺旋ばね（helical spring）であることを特徴とする、請求項１に記
載の指針式圧力計。
【請求項１１】
　請求項１に記載の指針式圧力計、及び充気部材を含む充気測定器において、
　前記充気部材は、充気ハンドルと、充気押板を含み、
　前記充気ハンドルは、
　充気源を連通する充気入口と、
　前記充気入口を連通する充気出口と、
　前記充気入口及び前記入気口を連通する分気口と、を含み、
　前記充気押板は、充気ハンドルに接合しており、
　その上、充気押板が押されている時、充気気体が、充気源から充気入口へ注いで、そし
て前記充気気体が、充気出口から出て、同時に前記充気気体が、分気口と入気口を通って
指針式圧力計の貫通道まで転送されて、それに弾性部品を圧縮して、調節チューブを駆動
させて、それによって調節チューブが、前記指針部材を駆動させて充気圧力値を表示する
ことを特徴とする充気測定器。
【請求項１２】
　前記調節チューブと相互に対応し、それによって前記調節チューブを駆動できる指針駆
動部品と、前記指針駆動部品と結合して、当該測定圧力値を表示できる指針を含むことを
特徴とする、請求項１１に記載の充気測定器。
【請求項１３】
　更に、圧力計本体と結合する圧力目盛板を含み、前記圧力目盛板は、複数の圧力目盛を
付けており、それに前記指針は、当該測定圧力値を表示するために前記圧力目盛板に置か
れてあることを特徴とする、請求項１２に記載の充気測定器。
【請求項１４】
　その中、前記調整チューブに複数の凸環が突き出されて、前記指針駆動部品は、複数の
伝動歯を備えって、それに前記、複数の伝動歯中の一つは、少なくとも前記複数の凸環中
の一つと係止することを特徴とする、請求項１２に記載の充気測定器。
【請求項１５】
　更に、定位部材と、限位部品を含み、
前記定位部材は、圧力計本体に固定されて、それに複数な定位歯を有して、少なくとも一
つの前記複数の定位歯は、少なくとも一つの前記伝動歯と相互に係止して、それによって
、指針駆動部品が駆動された時、同期に予定な位置に駆動されてあって、
　前記限位部品は、定位部材と相互に結合しており、前述の所定位置と前記指針駆動部品
による有効な作用範囲に対して制限することを特徴とする、請求項１４に記載の充気測定
器。
【請求項１６】
　その中、前記弾性部品は、調整チューブに設置されて、それによって前記調整チューブ
と連結することを特徴とする、請求項１１に記載の充気測定器。
【請求項１７】
　前記圧力調整部材は、更にゼロ点調整部材を含み、前記ゼロ点調整部材は、前記貫通道
の一端に設置されて、しかも気体が前記貫通道に入れる前に調整チューブと連動しており
、それによって、前記気体が前記貫通道に流れる前に、前記指針部材が表示した測定圧力
値をゼロ点にさせることを特徴とする、請求項１１に記載の充気測定器。
【請求項１８】
　更に、受圧部材を含み、前記受圧部材は、前記貫通道に設置されて、それに前記調節チ
ューブと前記ゼロ点調整部材の間に位置して、それによって、前記気体が前記貫通道に入
れた後、前記受圧部材で前記調節チューブを駆動させて、前記調節チューブが前記指針部
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材を駆動させて当該測定圧力値を表示することを特徴とする、請求項１７に記載の充気測
定器。
【請求項１９】
　受圧部材は、更に、潤滑油を貯蔵するための油タンクを開設することを特徴とする、請
求項１８に記載の充気測定器。
【請求項２０】
　前記弾性部品は、螺旋ばね（helical spring）であることを特徴とする、請求項１１に
記載の充気測定器。
【請求項２１】
　更に、充気管部を含み、それに前記充気管部は、前記充気出口に結合することを特徴と
する、請求項１１に記載の充気測定器。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、指針式圧力計及びそれにより組成された充気測定器に関し、特に、測定圧力
値を校正できる指針式圧力計及びそれにより組成された充気測定器に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　日常生活において、圧力計は、通常はインフレ物の気圧を測るのに使われる。たとえば
、タイヤ内部のタイヤ圧力及びバスケットボールの内部圧力等を測るのに使われる。現有
の圧力計は、指針式圧力計とデジタル式圧力計を主流としている。その中、デジタル式圧
力計は、高い敏感度と高い精確度等の美点を備えているが、その構造が精密な電子装置で
あるため、一般的に、価格が高くて、震動に耐えないで、保養しにくくて、及び電源を使
用しなければならない等の欠点がある。
【０００３】
　比べれば、指針式圧力計は、その構造が簡単で、震動に耐えて、電源をつけなくても使
用できること等の美点を備えって、今まで相変わらず社会大衆から歓迎を受けてある。大
体の指針式圧力計は、ほとんどスプリングの弾力と気体圧力の間の平衡原理を利用して、
フック法則（Hooke’s law：弾力＝バネ定数×変位バネののびは、それに加えられた力に
比例する）の応用を合わせて、それによって、指針を駆動させて測定圧力値を表示する。
【０００４】
　また、実務運用の上で、所定の測定範囲内に測った測定圧力値は、いっそう精確となれ
る。例えば、指針式圧力計の最大測定範囲（即ち、目盛板に表示された測定範囲である）
は、０～２００psiであって、一般的に、最初で使用している時、大体中央1/3の測定範囲
（即ち65～135psiの測定範囲である）内で測った測定圧力値は、いっそうに精密で精確と
なる。しかし、スプリングの弾力が失い始めてくることに従い、だんだんと大体後面1/3
の測定範囲（即ち135～200psiの測定範囲である）内で図った測定圧力値は、いっそうに
精密で精確となる。
【０００５】
　指針式圧力計は、長期に使用されていた後、いったんスプリングの弾力が失ってしまっ
て、また、スプリングの弾性係数もついてに変動しており、同時に、おのおの連結部品は
、緩くなってまたはがたがたの現象を起こして、それによって、測った測定圧力値を影響
してしまう。従って、いったんより小さい圧力を測る時に、測った測定圧力値は、実際の
圧力値と大きな誤差を生じている。
【０００６】
　およそ所属技術領域の中で、通常知識を持つ専門者にとって、従来の指針式圧力計は、
静態なゼロ点調整機能と動態な圧力調整機能を欠いているように知られる。従って、初期
化のゼロ点調整を行うことができない。即ち、少数の指針式圧力計は、ゼロ点調整の回転
ボタンを設置しても、指針式圧力計のみに対して静態なゼロ点調整を行って、異なる測定
範囲による圧力測定標的に対応して適当な動態圧力調整を行うことができない。従って、
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本考案の考案者は、指針式圧力計に係る結構の改良を必要として、それに動態な圧力調整
の機能を備えさせることを深く感じている。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述によって、従来の指針式圧力計において、一般的に動態な圧力調整機能を欠いてい
るため、指針式圧力計が、長く使い続けられたら、スプリングの弾力性が失われて、そし
ておのおの連結部品は、緩くなってまたはがたがたの現象を発生して、それによって、測
った測定圧力値を影響してしまう。更に、多くの圧力測定標的の落差が大きくなって、し
かもそれぞれ異なった測定範囲に当たる時、動態な圧力調整を行って精確な測定圧力値を
測ることができない。
【０００８】
　従って、本考案の主な目的は、指針式圧力計を提供して、当該指針式圧力計の圧力計本
体内に貫通道を開設しており、それに直接に圧力調整部材を貫通道の一端に設置させて、
しかも指針部材と圧力調整部材を連動させており、それによって、圧力調整部材で動態圧
力の校正を行う。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本考案は、従来の技術問題を解決するために、指針式圧力計を提供して、前記指針式圧
力計は、圧力計本体と、指針部材と、圧力調整部材を含む。前記圧力計本体は、貫通道を
備えており、前記指針部材は、前記圧力計本体に組み合わされて、それに前記貫通道と相
通しており、前記圧力調整部材は、前記貫通道に設置されて、しかも、調節チューブと、
弾性部品と、調節操作部材を含む。標準圧力値を有する気体が前記貫通道に入り込む時、
前記気体は、前記調節チューブを駆動させて前記弾性部品を圧縮して、それによって前記
調節チューブが前記指針部材を駆動させて、測定圧力値を表示しており、前記測定圧力値
が、当該標準の気圧値と一致しない時に、前記調節操作部材は、前記弾性部品を伸縮する
に用いられて、それによって動態的に当該測定圧力値を校正する。前記指針式圧力計は充
気部材と結合する時、充気測定器を構成して、それは、充気気体の充気圧力値を表示する
。
【００１０】
　本考案の好ましい実施例によれば、圧力調整部材は、更にゼロ点調整部材を含み、前記
ゼロ点調整部材は、貫通道の一端に設置されて、しかも気体が前記貫通道に入れる前に調
整チューブと連動しており、それによって、気体が前記貫通道に入れる前に指針部材が表
示した測定圧力値をゼロ点にさせる。
【考案の効果】
【００１１】
　従来の技術に係る指針式圧力計と比べれば、本考案に係る指針式圧力は、前記指針式圧
力計の圧力計本体内に貫通道を開設しており、直接に圧力調整部材を貫通道の一端に設置
させてある。従って、標準圧力値を有する気体が前記貫通道に入り込む時、測定圧力値が
測られていて、前記測った測定圧力値が、当該標準の気圧値と一致しない時に、前記圧力
調整部材と前記指針部材との連動を介して、動態的に前記測定圧力値を校正することがで
きる。
【００１２】
　上述から明らかに分かって、本考案に係る指針式圧力計は、異なる測定範囲に当たる多
種な圧力測定標的に対して圧力測定を行う前に、適当に動態な圧力校正を行うことができ
、従って、本考案に係る指針式圧力計は確かに十分に精確な測定圧力値を測ることができ
る。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本考案の実施の形態を図面に基づいて説明する。



(6) JP 3147736 U 2009.1.15

10

20

30

40

50

本考案に係る指針式圧力計及びそれにより組成された充気測定器は、広範に圧力範囲に使
用されており、特にタイヤの圧力測定に適用されて、その組合の実施方式は、枚挙にいと
まがないため、後でくどくど述べなく、茲では一つの好ましい実施例だけで具体的に説明
します。
【００１４】
　図１及び図２を参照する。図１は、本考案の好ましい実施例に係る指針式圧力計の立体
分解図を示す。図２は、本考案の好ましい実施例に係る指針式圧力計が組み立てた後の立
体外観図を示す。図１に示すように、指針式圧力計は、圧力計本体１１、指針部材１２、
圧力調整部材１３、受圧部材１４、空気フィルター部材１５、定位部材１６、限位部品１
７、圧力目盛板１８、封装部材１９を含む。
【００１５】
　前記圧力計本体１１は、入気口１１１、周面１１２と貫通道１１３を備える。前記貫通
道１１３は、周面１１２を貫通しており、それに入気口１１１を連通する。指針部材１２
は、固定座１２１、指針駆動部品１２２、指針１２３、二つのねじ１２４、１２５を含む
。指針駆動部品１２２は、複数の伝動歯１２２aを備えて、前記複数の伝動歯１２２aは、
圧力計本体１１の中心と結合して、しかも前記貫通道１１３と連通しており、指針１２３
は、指針駆動部品１２２を結合しており、固定座１２１は、ねじ１２４、１２５で前記圧
力計本体１１に結合しており、それによって、指針駆動部品１２２を固定する。
【００１６】
　前記圧力調整部材１３は、調節チューブ１３１、弾性部品１３２、調節操作部材１３３
とゼロ点調整部材１３４を含む。前記調節チューブ１３１は、前記貫通道１１３に嵌め込
まれており、前記調節チューブ１３１の表面に複数の凸環１３１aが突き出されて、しか
も少なくとも前記複数の伝動歯１２２a中の一つは、少なくとも前記複数の凸環１３１a中
の一つと係止する。弾性部品１３２は、調節チューブ１３１と相互に連結して、本実施例
に、弾性部品１３２は、螺旋ばね（helical spring）であって、しかも調節チューブ１３
１内に設置される。
【００１７】
　調節操作部材１３３は、圧力調節桿１３３a、螺管１３３b、ナット１３３cを含む。圧
力調節桿１３３aは、弾性部品１３２と連結しており、本実施例において、圧力調節桿１
３３aの一端は、螺旋ばね（helical spring）の中心に差し入れて、そしてそれと連結し
て、圧力調節桿１３３aの他の一端は、螺管１３３bの中心に貫通して、ナット１３３cで
螺管１３３bと相互に結合して係止する。螺管１３３bは、貫通道１１３に螺合して、圧力
調整部材１３を貫通道１１３の一端に結合させる。
【００１８】
　ゼロ点調整部材１３４は、ゼロ点調整桿１３４aと、ワッシャー１３４bと、弾性環１３
４cと、螺管１３４dと、ナット１３４eを含む。受圧部材１４は、受圧片１４１と弾性環
１４２を含む。受圧片１４１は、調節チューブ１３１に接触する。弾性環１４２は、受圧
片１４１の周面に固着して、それに貫通道１１３の壁面としっかり接触する。同時に、受
圧部材１４の受圧片１４１に更に、油タンク１４１aを開設して、前記油タンク１４１aは
、潤滑油を貯蔵して、しかもゼロ点調整桿１３４aと、受圧片１４１と、貫通道１１３の
壁面に潤滑機能を提供する。
【００１９】
　ゼロ点調整桿１３４aは、受圧部材１４の受圧片１４１に接触して、順序にワッシャー
１３４bと、弾性環１３４cと、螺管１３４dを貫通して、しかもナット１３４eに螺合して
、それによって、ワッシャー１３４bと、弾性環１３４cと、螺管１３４dをゼロ点調整桿
１３４aに固着させる。その上、ワッシャー１３４bは、貫通道１１３の壁面としっかり接
触しており、螺管１３４dは、貫通道１１３に螺合して、圧力調整部材１３を貫通道１１
３の一端に結合することができる。
【００２０】
　空気フィルター部材１５は、固定環１５１、フィルター１５２を含み、前記固定環１５
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１は、圧力計本体１１に結合しており、前記フィルター１５２は、前記固定環１５１に設
置されてある。定位部材１６は、定位板１６１、ワッシャー１６２、ねじ１６３を含み、
しかも前記ねじ１６３は、ワッシャー１６２を貫通して、定位板１６１を圧力計本体１１
に固着させる。本実施例では、前記定位板１６１は、扇形のアウトライン構造であって、
前記扇形のアウトライン構造の扇縁の処に、複数の定位歯１６１aを有して、前記扇形の
アウトライン構造の扇柄の処は、ワッシャー１６２とねじ１６３で圧力計本体１１に固着
してある。少なくとも一つの前記複数の定位歯１６１aは、少なくとも一つの前記伝動歯
１２２aと相互に係止して、それによって、指針駆動部品１２２が駆動された時、定位部
材１６の定位板１６１は、前記ねじ１６３で中心として回転させて、しかも同期に予定な
位置に駆動されてある。
【００２１】
　限位部品１７は、定位部材１６の定位板１６１と相互に結合しており、前述の所定位置
と前記指針駆動部品１２２による有効な作用範囲に対して制限する。圧力目盛板１８は、
圧力計本体１１と結合して、しかも複数の圧力目盛１８１を付けてある。前記指針１２３
は、圧力目盛板１８に置かれてある。封装部材１９は、封装ハウジング１９１と、透明蓋
体１９２を含み、前記封装ハウジング１９１は、圧力計本体１１を容置するのに使われて
、透明蓋体１９２は、封装ハウジング１９１と結合して、それに圧力目盛板１８をかぶせ
る。
【００２２】
　入気口１１１を介してすべての気体を貫通道１１３に入れない前に、使用者は、ゼロ点
調整部材１３４のゼロ点調整桿１３４aを操作できて、それに静態のゼロ点校正作業を行
うことができる。使用者が、ゼロ点調整部材１３４のゼロ点調整桿１３４aを操作できる
時、受圧片１４１を調節チューブ１３１に押し詰めさせて、それに調節チューブ１３１を
弾性部品１３２へ向かせて動いて、或いは、弾性部品１３２を調節チューブ１３１に押し
詰めさせて、それに調節チューブ１３１を受圧片１４１へ向かせて動いてある。調節チュ
ーブ１３１の凸環１３１aで指針駆動部品１２２の伝動歯１２２aを駆動させて、それに、
指針１２３を上述した複数の圧力目盛１８１のゼロ点に表示させることを制御できる。従
って、指針部材１２の指針１２３が表示した測定圧力値をゼロ点にさせる。
【００２３】
　アクティブストレインゲージASGは、標準圧力値の気体Ｇ１を提供しており、しかも前
記気体Ｇ１が、入気口１１１を通って貫通道１１３に入れられる時、弾性部品１３２は、
弾力を提供して、気体Ｇ１による圧力は、受圧片１４１に対して気体推力を提供して、弾
性部品１３２からの弾力と受圧片１４１から受けた気体推力は、平衡に達する時、調節チ
ューブ１３１を駆動して対応する位置に移動させて、それに指針駆動部品１２２を作動し
て、指針１２３を前記複数の圧力目盛１８１の間に回転させて、それによって、測定した
圧力値を表示できる。
【００２４】
　測定した圧力値が、標準気圧値と一致しない時、使用者は、圧力調節桿１３３aを操作
できて、それに弾性部品１３２の伸縮量を制御してある。所属の技術領域においてすべて
の普通の知識を持つ者が理解できて、弾性部品１３２が異なる伸縮量によって相対応する
弾性を提供する。従って、弾性部品１３２の伸縮量を調整する同時に、弾性部品１３２に
提供された弾性を調整する。それによって、圧力調節桿１３３aで前記調整弾性部品１３
２の伸縮量を調整する時、指針１２３が前記複数の圧力目盛１８１の間に回転して表示し
た測定の圧力値も調整できて、測定した圧力値が標準圧力値と一致している時、動態な圧
力校正を完成できる。
【００２５】
　次に、図３及び図４を参照する。図３は、本考案の好ましい実施例に係る充気部材と充
気管部が分解された後、指針式圧力計との相対応する位置の関係図を示す。図４は、本考
案の好ましい実施例に係る指針圧力計、充気部材と充気管部が組み合わされて充気測定器
となった立体の立体外観図を示す。同時に、図１を並びに参照してください。図３及び図
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４に示すように、充気部材２と充気管部３、前記の指針式圧力計１は、充気測定器１００
に組合うことができる。
【００２６】
　充気部材２は、充気ハンドル２１、充気押板２２、押板結合部材２３、測定連結部材２
４と出気連結部材２５を含む。充気ハンドル２１は、充気入口２１１、充気出口２１２、
分気口２１３を含む。充気入口２１１は、充気源ＩＳを連通する。充気出口２１２は、充
気入口２１１を連通しており、分気口２１３は、充気入口２１１を連通する。
【００２７】
　充気押板２２は、押板結合部材２３を介して充気ハンドル２１に接合する。押板結合部
材２３は、螺旋スプリング、連結シャフト、防気漏洩のワッシャー、バルブ、充気圧力調
整部品とナット等の部品を含む。測定連結部材２４は、連結管、防気漏洩のワッシャー、
フィルター等の部品を含み、それに指針式圧力計１及び充気ハンドル２１を相互に連結し
て、それによって、分気口２１３と入気口１１１を相互に連通させる。出気連結部材２５
は、転接管と防気漏洩のワッシャー等の部品を含み、それに充気管部３及び充気ハンドル
２１と連結して、充気出口２１２と充気管部３を相互に連通する。充気管部３は、ゴムパ
イプ３１、入口転接部材３２と出気転接部材３３と含む。その中、入口転接部材３２は、
それぞれゴムパイプ３１と出気連結部材２５を連結しており、出気転接部材３３は、ゴム
パイプ３１を連結する。各部品の間の組合関係は、図３に示される。
【００２８】
　使用者が、充気押板２２を押している時、充気気体Ｇ２は、充気源ＩＳから充気入口へ
注いで、そして充気気体Ｇ２は、充気出口２１２から出て被充気物ＩＯまで流れており、
同時に、充気気体Ｇ２は、分気口２１３と入気口１１１を通って指針式圧力計１の貫通道
１１３まで転送されてある。また、充気気体Ｇ２は、受圧片１４１で弾性部品１３２を圧
縮させて、そして調節チューブ１３１を駆動して、それによって調節チューブ１３１が、
指針部材１２を駆動させて充気圧力値を表示する。
【００２９】
　本考案において、指針式圧力計１は、異なる測定範囲による複数の圧力測定標的に対し
て、圧力測定をする前に、圧力調整部材１３のゼロ点調整部材１３４で予め静態にゼロ点
校正をして、更にアクティブストレインゲージＡＳＧを利用して、異なる標準気圧値を有
する気体Ｇ１を提供して、調節操作部材１３３を操作することで動態に圧力校正を行う。
従って、指針式圧力計１が、異なる測定範囲による複数の圧力測定標的に対して、圧力測
定をする時、充分で精確な測定圧力値を測定することができる。
【００３０】
　上記では、種々の実施の形態および変形例を説明したが、本考案はこれらの内容に限定
されるものではない。本考案の技術的思想の範囲内で考えられるその他の態様も本考案の
範囲内に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本考案の好ましい実施例に係る指針式圧力計の立体分解図を示す。
【図２】本考案の好ましい実施例に係る指針式圧力計が組み立てた後の立体外観図を示す
。
【図３】本考案の好ましい実施例に係る充気部材と充気管部が分解された後、指針式圧力
計との相対応する位置の関係図を示す。
【図４】本考案の好ましい実施例に係る指針圧力計、充気部材と充気管部が組み合わされ
て充気測定器となった立体の立体外観図を示す。
【符号の説明】
【００３２】
１００　充気測定器
１　　指針式圧力計
１１　　圧力計本体
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１１１　入気口
１１２　周面
１１３　貫通道
１２　　指針部材
１２１　固定座
１２２　指針駆動部品
１２２a　伝動歯
１２３　指針
１２４、１２５　ねじ
１３　　圧力調整部材
１３１　調節チューブ
１３１a　凸環
１３２　弾性部品
１３３　調節操作部材
１３３a　圧力調節桿
１３３b　螺管
１３３c　ナット
１３４　ゼロ点調整部材
１３４a　ゼロ点調整桿
１３４b　ワッシャー
１３４c　弾性環
１３４d　螺管
１３４e　ナット
１４　　受圧部材
１４１　受圧片
１４１a　油タンク
１４２　弾性環
１５　　空気フィルター部材
１５１　固定環
１５２　フィルター
１６　　定位部材
１６１　定位板
１６１a　定位歯
１６２　ワッシャー
１６３　ねじ
１７　　限位部品
１８　　圧力目盛板
１８１　圧力目盛
１９　　封装部材
１９１　封装ハウジング
１９２　透明蓋体
２　　充気部材
２１　　充気ハンドル
２１１　充気入口
２１２　充気出口
２１３　分気口
２２　　充気押板
２３　　押板結合部材
２４　　測定連結部材
２５　　出気連結部材
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３　　充気管部
３１　　ゴムパイプ
３２　　入口転接部材
３３　　出気転接部材
ＡＳＧ　アクティブストレインゲージ
ＩＳ　　充気源
ＩＯ　　被充気物
Ｇ１　　気体
Ｇ２　　充気気体

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】
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